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民生文教常任委員会（田原俊彦委員長）は、平成 年 月 日
（木） 日（金）に、宮城県多賀城市と仙台市を行政視察しました。
多賀城市の 太陽の家 では、全国でも例を見ない障がい児と
健常児がともに通える 統合保育 を実施、障がい児と健常児の
さまざまなかかわりの中で療育指導を行い、健常児は思いやりの
心やノーマライゼーションを自然に体得できる場となっています。
建物は木のぬくもりを感じさせるもので、子供たちが楽しく過ご
せるゆとりのある施設であり、全体の優しさが心を打ちました。

仙台市では、 ひとにやさしいまちづくり条例 と食育推進施
策について調査をしました。特に食育推進施策では、地域特性を
生かした 仙台食育推進計画 を策定し、市を挙げて取り組んで
います。朝食欠食をなくすために力を入れるなど、具体的で、だ
れもが分かりやすく、特に、地産物表示のマスコットや、 健康
づくりサポート店 ステッカーなど、ユニークな取り組みが見ら
れ、大変参考になりました。

多賀城市 太陽の家 で多賀城市 太陽の家 で

総務常任委員会（松木義昭委員長）は、平成 年 月 日（火）
日（水）に、千葉県流山市と我孫子市への行政視察を実施しまし

た。
流山市では、市民からまちづくりの基本となる自治基本条例の

制定を求める声が上がり、市長はこれを受け市民公募による市民
協議会を発足させました。ここでは、市が市民の意見を聴くので
はなく、市民が市民の意見を聴く形で、条例原案が作成されてい
ました。原案作成の過程では、まちづくりや自治基本条例の制定

に関心がない市民を巻き込むため、約 回もの対話集会が行わ
れており、住民自治の原点を見たという気がしました。
我孫子市の提案型公共サービス民営化制度は、市の業務を委託
・民営化をする際に、市があらかじめ選んだ業務を委託するので
はなく、民間の視点から市のすべての業務を見直し、企業、
、市民団体などから民営化の提案を受ける制度です。全国的に
も画期的な制度と感じましたが、同時に、提案が減少傾向で
の方法や制度の手直しも必要だということが分かりました。 我孫子市で我孫子市で

一

般

質

問

質問 答弁

十
二
月
定
例
会
で
は
、
十
二
月
十
一
日

（
火
）、
十
二
日
（
水
）
、
十
三
日
（
木
）

の
三
日
間
、
十
五
人
の
議
員
が
市
政
に
関

す
る
三
十
四
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
、
通

告
順
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
・
広
報
・
財
産
区

男
女
共
同
参
画
・
広
報
・
財
産
区

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

イ
ー
ブ
ン

中
島
か
お
り

市
の
男
性
職
員
育
休

取
得
率
ゼ
ロ
へ
の
現
状

認
識
と
具
体
的
・
効
果
的
対
策
、

（
従
業
員
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
導
入
を
含
む
、
仕
事
と
生
活

の
調
和
の
視
点
を
欠
か
な
い
職
場

環
境
へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

市
役
所
が
社
会
の
目
指
す
べ
き
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
こ
と
が
、
結

果
と
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
還
元

さ
れ
る
と
考
え
る
。
そ
の
実
現
に

は
住
民
の
理
解
を
得
る
努
力
が
必

要
だ
が
、
当
局
の
考
え
は
ど
う
か
。

男
性
職
員
の
育
児
休

業
取
得
者
が
い
な
い
現

状
は
承
知
し
て
お
り
、
職
員
子
育

て
応
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
等
、

職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
従
業
員
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
個
人
や
組
織
の
生
産
性
等
の

向
上
を
図
る
も
の
で
、
そ
の
効
果

を
現
在
研
究
し
て
い
る
。
職
員
対

象
の
男
女
共
同
参
画
の
計
画
・
指

針
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
も
課
題
と
し
、
平
成
二
十
三

年
度
ま
で
に
策
定
す
る
。

広
報
あ
し
や
に
つ
い
て

騒
音
対
策
に
つ
い
て

創
政
ク
ラ
ブ

助
野

勇

広
報
紙
は
市
民
が
家

庭
に
お
い
て
唯
一
目
に

す
る
市
政
の
情
報
源
で
あ
り
、
行

政
を
理
解
す
る
手
段
で
も
あ
る
。

つ
く
る
側
で
は
な
く
、
見
る
側
に

視
点
を
置
き
、
文
字
を
大
き
く
読

み
や
す
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

潮
見
町
の
住
民
が
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
の
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

取
り
締
ま
る
べ
き
法
律
が
な
い
の

な
ら
、
市
が
独
自
に
騒
音
防
止
条

例
を
つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

広
報
あ
し
や
を
よ
り

分
か
り
や
す
い
内
容
に

す
る
た
め
、
市
民
モ
ニ
タ
ー
か
ら

分
か
り
に
く
か
っ
た
記
事

な

ど
意
見
を
聴
取
し
て
い
る
。
こ
の

意
見
を
踏
ま
え
、
市
民
の
視
点
か

ら
の
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
文
字
を
大
き
く
す
る
こ
と

は
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

キ
ャ
ナ
ル
パ
ー
ク
の
騒
音
対
策

で
は
、
地
域
住
民
か
ら
の
陳
情
書

教
育
委
員
会
の
情
報
公
開

と
改
革
に
つ
い
てイ

ー
ブ
ン

中
島

健
一

本
市
の
他
の
実
施
機

関
で
行
わ
れ
て
い
る
会

議
案
内
、
議
事
録
の
公
開
が
市
教

育
委
員
会
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

市
の
条
例
や
指
針
に
沿
っ
て
、
遅

滞
な
く
実
施
す
べ
き
だ
。
教
育
改

革
を
進
め
て
い
く
上
で
も
、
教
育

委
員
長
は
積
極
的
に
市
議
会
に
出

席
し
議
論
を
聞
く
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
教
育
行

政
に
関
す
る
法
律
の
改
正
が
施
行

さ
れ
る
。
そ
の
対
応
等
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

会
議
案
内
と
会
議
録

の
公
開
は
、
今
後
、
行

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
実
施
す
る
。
教
育
委
員
長
の

教
育
・
文
化
施
設

教
育
・
文
化
施
設

議
会
へ
の
出
席
は
、
今
後
で
き
る

よ
う
努
め
る
が
、
各
教
育
委
員
と

も
現
在
仕
事
に
従
事
し
て
お
り
、

出
席
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
の
で

理
解
し
て
ほ
し
い
。
地
方
教
育
行

政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
の
改
正
へ
の
対
応
で
は
、
所
要

の
改
正
を
平
成
二
十
年
二
月
中
に

行
う
。

公
共
施
設
の
開
放
は

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
て

イ
ー
ブ
ン

重
村
啓
二
郎

私
は
、
公
共
施
設
の

開
放
は
原
則

年
中
無

休

七
時
か
ら
二
十
三
時

で

あ
る
べ
き
と
考
え
る
。
し
か
し
ル

ナ
・
ホ
ー
ル
で
は
日
・
祝
日
な
ど

の
利
用
を
制
限
し
て
い
る
。
予
約

制
を
徹
底
す
れ
ば
経
費
的
に
も
問

題
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、

図
書
館
の
休
館
日
が
本
館
・
分
室

と
も
月
曜
日
で
、
十
八
時
以
降
は

ど
の
館
も
閉
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

状
況
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
差

が
あ
る
。
改
善
の
工
夫
が
必
要
だ
。

ル
ナ
・
ホ
ー
ル
の
開

館
時
間
で
は
、
近
年
、

社
会
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
広
ま
り
も
進
ん
で
お
り
、
予
約

制
も
含
め
日
曜
の
開
館
時
間
等
、

平
日
と
同
じ
と
す
る
よ
う
検
討
す

る
。
図
書
館
本
館
と
二
分
室
以
外

の
二
つ
の
関
連
施
設
で
は
、
休
館

日
を
図
書
館
と
異
な
る
設
定
を
し
、

ど
の
曜
日
で
も
い
ず
れ
か
の
図
書

館
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
資

料
の
相
互
利
用
が
で
き
る
よ
う
配

慮
し
て
い
る
。

学
び
合
い
の

教
育
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

森

し
ず
か

全
国
学
力
テ
ス
ト
の

対
象
は
特
定
教
科
の
一

部
の
学
力
で
、
学
力
向
上
に
は
つ

な
が
ら
な
い
。
総
額
九
十
億
円
か

け
る
よ
り
、
教
育
現
場
の
実
態
に

応
じ
た
支
援
を
す
べ
き
だ
。
競
争

と
序
列
化
を
生
む
結
果
公
表
は
せ

ず
、
今
後
は
参
加
し
な
い
よ
う
求

め
る
。
ま
た
、
県
行
革
の
教
育
へ

の
影
響
は
ど
う
か
。
子
供
と
教
師

が
学
び
合
え
る
少
人
数
学
級
を
四

年
生
ま
で
拡
大
す
る
約
束
を
知
事

が
守
る
よ
う
、
県
へ
要
望
す
べ
き
。

全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
で
は
、
市
全
体

の
調
査
結
果
を
分
析
・
公
表
し
、

各
学
校
で
の
課
題
と
改
善
策
を
学

校
だ
よ
り
等
で
公
表
す
る
よ
う
指

導
し
て
お
り
、
今
後
も
参
加
を
予

定
し
て
い
る
。
県
行
革
の
影
響
で

は
、
補
助
率
削
減
等
の
見
直
し
が

あ
り
、
本
市
に
も
影
響
が
及
ぶ
。

三
十
五
人
弾
力
的
学
級
編
制
の
小

学
四
年
生
へ
の
導
入
は
、
県
教
育

委
員
会
の
権
限
事
項
で
あ
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
情
報
は
な
い
。

文
部
科
学
省
実
施
の
学
力

テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て

イ
ー
ブ
ン

松
木

義
昭

今
春
実
施
さ
れ
た
学

力
テ
ス
ト
で
兵
庫
県
の

結
果
は
、
大
体
全
国
平
均
と
同
じ

で
、
自
分
の
考
え
を
言
葉
で
表
現

す
る
の
が
や
や
苦
手
と
い
う
課
題

も
浮
か
び
上
が
っ
た
。
今
後
は
結

果
を
詳
細
か
つ
具
体
的
に
分
析
し
、

今
後
の
施
策
や
指
導
に
役
立
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
市
の
学

力
テ
ス
ト
の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。
平
均
正
答
率
は
全
国
平
均

よ
り
も
高
か
っ
た
の
か
低
か
っ
た

の
か
。
課
題
は
つ
か
め
た
の
か
。

今
回
の
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
本
市

の
調
査
結
果
は
、
小
学
校
で
は
全

国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、

中
学
校
で
も
上
回
っ
て
い
る
。
結

果
の
分
析
で
は
、
知
識
に
関
す
る

結
果
に
比
べ
活
用
に
関
す
る
結
果

が
低
い
こ
と
や
、
一
方
で
学
力
差

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
判

明
し
た
。
さ
ら
に
課
題
を
詳
し
く

把
握
・
検
証
し
、
学
力
向
上
研
究

推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
市
全
体

の
傾
向
や
課
題
を
整
理
し
て
い
く
。

打出保育所で打出保育所で

均
保
険
料
は
い
く
ら
か
。
現
行
の

国
保
料
よ
り
高
く
な
る
人
は
ど
れ

く
ら
い
か
。
保
険
料
が
払
え
ず
、

受
診
で
き
な
い
方
が
出
な
い
か
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
着
目
し
た
特
定
健
診
が
四
月
か

ら
始
ま
る
が
、
市
民
の
負
担
増
に

な
ら
な
い
よ
う
求
め
る
。

本
市
で
は
、
所
得
の

高
い
方
が
多
く
、
約
七

割
の
方
が
今
年
度
の
国
民
健
康
保

険
料
よ
り
高
額
に
な
る
と
予
想
し

て
お
り
、
年
間
平
均
保
険
料
は
軽

減
後
で
約
十
二
万
四
千
円
と
な
る
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

窓
口
等
で
相
談
し
て
も
ら
い
た
い
。

特
定
健
診
で
の
自
己
負
担
額
は
、

現
行
の
基
本
健
診
で
の
負
担
額
を

考
慮
し
、
他
市
の
動
向
等
も
参
考

に
し
て
決
め
て
い
く
。

芦
屋
病
院
に
つ
い
て

新
社
会
党

山
口
み
さ
え

国
の
医
療
制
度
の
改

悪
が
芦
屋
病
院
の
経
営

を
ま
す
ま
す
悪
化
さ
せ
て
い
る
。

市
民
の
命
を
守
る
た
め
、
国
に
対

し
市
長
は
も
っ
と
強
く
働
き
か
け
、

公
的
責
任
を
果
た
す
べ
き
だ
。
専

門
家
の
話
ば
か
り
に
耳
を
傾
け
る

の
で
は
な
く
、
市
民
の
目
線
で
無

料
送
迎
バ
ス
等
の
早
期
実
現
を
望

む
が
ど
う
か
。
独
立
行
政
法
人
に

す
る
方
針
を
出
し
た
が
、
公
立
病

院
は
、
市
民
の
命
を
守
る
最
後
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
だ
。

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
医

療
制
度
改
革
に
対
応
す

る
た
め
、
芦
屋
病
院
の
運
営
形
態

は
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

新
た
に
設
置
す
る
独
立
行
政
法
人

は
、
自
主
性
と
主
体
性
の
あ
る
目

標
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
内

容
を
公
表
し
、
透
明
性
を
向
上
さ

せ
、
重
要
な
決
定
は
議
会
の
議
決

を
経
る
も
の
で
あ
り
、
適
切
な
運

営
形
態
と
考
え
て
い
る
。
無
料
送

迎
バ
ス
運
行
は
、
検
討
委
員
会
で

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
の

手
法
は
最
善
策
か新

社
会
党

前
田

辰
一

福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

建
設
手
法
は
市
有
地
を
木
口
ひ
ょ

う
ご
地
域
振
興
財
団
が
購
入
、
建

築
し
た
建
物
の
一
部
を
市
が
借
用

す
る
。
市
は
こ
の
手
法
が
市
財
政

上
ベ
ス
ト
と
強
調
す
る
。
し
か
し
、

こ
の
手
法
で
は
用
地
は
市
所
有
で

な
く
な
り
、
将
来
の
高
齢
者
・
障

が
い
者
福
祉
施
策
の
展
開
、
医
療

環
境
の
変
化
、
地
域
福
祉
の
課
題

な
ど
に
弾
力
的
に
対
応
で
き
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

で
木
口
財
団
は
、
地
元

へ
の
支
援
を
基
本
に
、
こ
の
事
業

計
画
に
協
力
し
て
い
る
。
本
市
と

し
て
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

支
障
が
な
い
よ
う
、
土
地
及
び
建

物
利
用
の
覚
書
を
木
口
財
団
と
取

り
交
わ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
が
計
画
す
る
福
祉
セ
ン
タ
ー
構

想
を
受
け
入
れ
、
賃
借
料
も
市
場

価
格
よ
り
有
利
な
条
件
で
受
け
入

れ
て
く
れ
る
法
人
は
、
他
に
な
い

福
祉
・
医
療

福
祉
・
医
療

と
判
断
し
て
い
る
。

妊
産
婦
に
や
さ
し
い

施
策
に
つ
い
て

公
明
党

田
原

俊
彦

母
子
と
も
に
健
康
で

生
み
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
と
し
て
、
妊
産
婦
健
診
は

重
要
で
あ
る
。
現
在
、
本
市
で
は

妊
産
婦
健
診
へ
の
助
成
は
一
回
し

か
な
く
、
出
産
ま
で
十
数
回
受
け

る
検
診
と
し
て
は
助
成
回
数
が
少

な
い
。
助
成
回
数
や
金
額
を
増
や

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
妊

娠
初
期
の
女
性
に
対
し
て
や
さ
し

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
マ
ー
ク
の
付
い
た
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
な
ど
を
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

安
心
し
て
出
産
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
、
来
年

度
か
ら
妊
産
婦
健
診
の
助
成
回
数

と
助
成
金
額
の
増
加
を
検
討
し
て

お
り
、
使
い
や
す
い
助
成
方
法
へ

の
改
善
も
検
討
す
る
。
本
市
で
は

ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
広
報
あ
し
や
へ

の
掲
載
に
よ
り
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ

ー
ク
の
普
及
と
理
解
の
促
進
を
図

っ
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
、
母
子

手
帳
交
付
時
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー

ク
付
き
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
等
の
配

布
を
検
討
し
て
い
く
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と

特
定
健
診
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

木
野
下

章

四
月
か
ら
実
施
予
定

の
七
十
五
歳
以
上
の
方

が
対
象
の
高
齢
者
医
療
制
度
で
、

県
広
域
連
合
は
保
険
料
を
八
万
千

四
百
円
と
発
言
し
た
。
本
市
の
平

を
受
け
、
周
辺
の
迷
惑
と
な
ら
な

い
よ
う
改
め
て
指
導
し
て
い
く
。

打
出
・
芦
屋
財
産
区
共
有
財

産
管
理
委
員
会
に
つ
い
て

イ
ー
ブ
ン

中
村

修
一

打
出
・
芦
屋
財
産
区

共
有
財
産
管
理
委
員
会

条
例
を
、
附
属
機
関
の
設
置
に
関

す
る
条
例
を
整
理
す
る
と
の
観
点

か
ら
の
み
捉
え
、
数
あ
る
附
属
機

関
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
か
の
よ
う

な
扱
い
は
ど
う
な
の
か
。
当
市
の

管
理
委
員
会
の
財
産
区
運
営
は
、

地
方
自
治
法
の
財
産
区
管
理
会
に

依
拠
し
た
も
の
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
財
産
区
の
歴
史
と
伝
統
、
歴

代
市
長
の
思
い
の
伝
達
と
引
き
継

ぎ
は
尊
重
す
べ
き
だ
。

打
出
・
芦
屋
財
産
区

共
有
財
産
管
理
委
員
会

は
、
現
存
の
本
市
の
附
属
機
関
の

中
で
、
最
も
古
く
、
歴
史
と
伝
統

が
あ
る
委
員
会
で
あ
る
。
委
員
会

の
審
議
内
容
は
、
財
産
区
財
産
の

運
用
の
適
正
化
で
あ
り
、
他
の
附

属
機
関
の
諮
問
事
項
と
は
内
容
が

異
な
る
。
現
在
も
共
有
財
産
を
処

分
す
る
際
に
は
、
こ
の
財
産
区
管

理
委
員
会
の
答
申
が
必
要
で
、
重

要
な
案
件
を
審
議
し
て
い
る
委
員

会
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
・
交
通

ま
ち
づ
く
り
・
交
通

芦
屋
ら
し
い
南
芦
屋
浜

地
区
の
ま
ち
づ
く
り

無
所
属

長
谷

基
弘

南
芦
屋
浜
地
区
の
開

発
が
進
ん
で
い
る
が
、

国
際
文
化
住
宅
都
市

芦
屋

に

ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
本

市
が
主
体
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。

兵
庫
県
企
業
庁
は
本
市
の
将
来
よ

り
民
間
企
業
の
開
発
を
優
先
し
、

業
務
研
究
施
設
用
地
や
学
校
用
地

で
あ
る
べ
き
場
所
に
異
な
っ
た
施

設
を
誘
致
し
て
い
る
。

芦
屋
の

新
た
な
展
開

と
は
こ
の
よ
う
な

全
体
の
調
和
や
市
の
基
本
計
画
変

更
で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

南
芦
屋
浜
地
区
で
は

潮
芦
屋
プ
ラ
ン

に

基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
企
業
庁
と
も
随
時
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
教
育
施
設
用
地

の
民
間
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
は

五
年
間
の
暫
定
で
あ
り
、
福
祉
施

設
等
は
業
務
研
究
施
設
用
地
で
建

築
が
認
め
ら
れ
な
い
建
築
物
で
な

い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
状
況
に
至

っ
た
。
ま
た
、
国
際
文
化
住
宅
都

市
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
を
誘
致
す

る
よ
う
企
業
庁
と
協
議
し
て
い
る
。

霊
園
内
の
周
回
道
路
を

一
方
通
行
に
し
て
は

創
政
ク
ラ
ブ

山
村

悦
三

芦
屋
霊
園
で
は
春
や

秋
の
お
彼
岸
、
お
盆
や

お
正
月
前
の
お
墓
参
り
の
季
節
に
、

墓
参
者
の
高
齢
化
も
あ
り
、
お
墓

の
横
に
駐
車
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
道
幅
が
狭
く
て
擦
れ
違
い

が
で
き
な
い
所
も
あ
り
、
運
転
で

バ
ッ
ク
が
苦
手
な
方
も
お
ら
れ
溝

に
脱
輪
す
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
。

芦
屋
市
が
目
指
す

人
が

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

創
政
ク
ラ
ブ

い
と
う
ま
い

豊
か
な
住
環
境
の
保

全
と
防
災
の
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
か
ら
、
山
手
町
マ
ン
シ

ョ
ン
問
題
に
伴
い
、
建
設
手
続
き

に
近
隣
住
民
の
合
意
、
街
路
整
備

や
環
境
保
全
等
を
盛
込
ん
だ
開
発

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

来
年
度
の
学
童
保
育
の
四
月
一

日
か
ら
入
学
式
ま
で
の
保
育
開
始

時
間
繰
り
上
げ
等
、
受
け
入
れ
体

制
の
改
善
と
、
保
護
者
説
明
会
を

学
級
ご
と
に
開
催
で
き
な
い
か
。

市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
の
指
導
で
は
、
建
築

主
等
に
地
域
の
自
治
会
長
等
と
相

談
の
上
、
住
民
が
理
解
し
や
す
い

よ
う
必
要
な
図
書
を
提
示
し
て
説

明
し
、
そ
の
報
告
書
を
市
に
提
出

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。

学
童
保
育
で
は
、
本
年
度
同
様

八
時
三
十
分
か
ら
の
受
け
入
れ
を
、

入
学
式
ま
で
実
施
し
た
い
。
保
護

者
説
明
会
を
学
級
ご
と
に
開
催
す

る
こ
と
は
、
担
当
課
の
体
制
等
の

課
題
が
あ
り
実
施
は
困
難
で
あ
る
。

歩
行
者
優
先
の
安
全
で

安
心
な
道
路
の
実
現
を

公
明
党

帰
山

和
也

や
阪
神
の
駅
周

辺
で
は
歩
行
者
優
先
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
生
活
道

路
で
も
い
ま
だ
歩
行
者
に
と
っ
て

危
険
な
場
所
が
存
在
す
る
。
自
動

車
専
用
道
や
幹
線
道
路
よ
り
生
活

道
路
で
の
死
傷
事
故
の
割
合
が
格

段
に
高
い
と
の
分
析
も
あ
り
、
生

活
道
路
の
安
全
確
保
が
急
が
れ
る
。

東
山
町
の
通
過
車
両
の
多
い
東
向

き
一
方
通
行
や
傾
斜
の
き
つ
い
歩

道
の
改
善
策
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

現
在
策
定
中
の
芦
屋

市
交
通
安
全
計
画
で
は
、

歩
行
者
等
の
安
全
を
一
層
確
保
す

る

人
優
先

の
交
通
安
全
を
基

本
理
念
と
し
て
い
る
。
東
山
町
の

山
手
線
か
ら
宮
川
線
へ
の
東
行
き

一
方
通
行
道
路
で
は
、
有
効
幅
員

を
拡
張
す
る
と
と
も
に
、
車
両
通

行
部
を
狭
め
、
速
度
の
抑
制
や
歩

行
者
の
安
全
確
保
を
図
る
工
事
を

近
々
実
施
す
る
。
東
山
町
の
山
手

線
歩
道
で
は
、
道
路
改
良
の
際
に

横
断
勾
配
等
の
改
良
を
行
う
。

渋
滞
対
策
か
ら
も
、
大
き
な
事
故

の
起
き
る
前
に
、
周
回
道
路
の
全

線
を
一
方
通
行
に
す
る
よ
う
提
案

す
る
が
ど
う
か
。

霊
園
内
の
道
路
で
は

彼
岸
や
盆
等
の
時
期
に

車
で
の
来
園
が
多
く
、
園
内
は
大

変
混
雑
し
て
い
る
。
従
来
か
ら
必

要
な
箇
所
で
は
一
方
通
行
を
設
け
、

彼
岸
、
盆
の
混
雑
時
に
は
交
通
整

理
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
円
滑
な

通
行
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
し

か
し
新
た
に
一
方
通
行
を
設
け
る

と
、
他
の
道
路
へ
の
影
響
や
、
こ

れ
ま
で
よ
り
不
便
に
な
る
墓
所
も

生
じ
る
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
導

入
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。打出保育所で打出保育所で

打出保育所で打出保育所で

総務常任委員会が千葉県流山市と我孫子市へ視察
自治基本条例と提案型公共サービス民営化制度を調査

総務常任委員会が千葉県流山市と我孫子市へ視察
自治基本条例と提案型公共サービス民営化制度を調査

太陽の家事業と食育推進施策等について調査しました
民生文教常任委員会が宮城県多賀城市と仙台市を行政視察

太陽の家事業と食育推進施策等について調査しました
民生文教常任委員会が宮城県多賀城市と仙台市を行政視察

ごろはちだいみょうじん の練習風景（打出保育所で）
生活発表会に向け、劇のおけいこが楽しく進められています。


